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 【写真】
「僕たちも秋田の社会福祉を応援！」
イワトビペンギン、ホッキョクグマ豪太も見
守る中、本会は男鹿水族館GAO様から寄附
金を頂きました。
（写真左から：男鹿水族館館長本川博人様、
本会会長佐藤博身）（関連記事10ページ）特集
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本
県
は
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
行
や
労

働
年
齢
層
の
県
外
へ
の
流
出
な
ど
、
人
口

の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
福
祉
分

野
を
は
じ
め
建
設
業
分
野
な
ど
で
人
材
の

確
保
の
困
難
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
①
福
祉
養
成
校
等
へ
の
進

学
を
目
指
す
若
者
の
減
少
、
②
福
祉
・
介

護
の
専
門
職
を
育
成
す
る
養
成
研
修
等
の

受
講
者
の
減
少
、
③
新
規
就
労
者
の
早
期

離
職
率
の
高
さ
、
④
福
祉
・
介
護
の
仕
事

に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
な
ど
、

人
材
の
確
保
・
定
着
の
促
進
と
い
う
点
で

大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
高
齢
者
介
護
を
は
じ
め
、
障
害

者
支
援
、
児
童
養
護
、
保
育
な
ど
の
福
祉

ニ
ー
ズ
は
増
加
の
一
途
に
あ
り
、
①
新
卒

者
の
確
保
、②
有
資
格
者
・
経
験
者
の
復
職
、

③
他
の
産
業
等
か
ら
の
転
職
、
④
無
資
格
・

未
経
験
者
の
新
規
参
入
な
ど
、
多
様
な
分

野
か
ら
の
人
材
を
必
要
と
し
て
い
る
の
が

実
態
で
す
。

当
委
員
会
は
、
こ
の
様
な
状
況
を
背
景

に
、
秋
田
県
内
の
福
祉
事
業
所
に
お
け
る

雇
用
・
就
労
環
境
の
実
態
の
把
握
、
及
び

人
材
の
確
保
・
定
着
化
に
向
け
た
調
査
研

究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
26

年
４
月
に
、
秋
田
県
地
域
福
祉
推
進
委
員

会
の
専
門
委
員
会
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し

た
。委

員
会
で
は
、
次
の
３
点
を
基
軸
に
調

査
・
検
討
・
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

１
． 
事
業
所
に
お
け
る
雇
用
・
就
労
環
境

の
実
態
把
握

２
． 

人
材
の
確
保
・
定
着
化
に
向
け
た
職

場
づ
く
り
の
あ
り
方

３
． 

人
材
育
成
に
向
け
た
取
り
組
み

秋
田
県
の
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化

【
県
人
口
の
状
況
】

我
が
国
は
世
界
に
類
を
見
な
い
早
さ
で

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
も
さ
ら
に

高
齢
化
は
進
行
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
る
中
で
、
平
成
22
年
国
勢
調
査
に
お
け

る
本
県
の
人
口
減
少
率
は
、
平
成
17
年
に

比
較
し
て
５
．
２
％
と
な
り
、
全
国
で
最

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
65
歳
以
上
人
口
の
割
合
は
高
齢

化
率
が
全
国
一
と
な
る
29
．
６
％
と
な
り
、

15
～
64
歳
人
口
の
割
合
は
59
％
、
15
歳
未

満
人
口
の
割
合
は
11
．
４
％
と
な
り
、
い

ず
れ
も
前
回
の
国
勢
調
査
よ
り
低
下
し
、

少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
現
状
に
あ

り
ま
す
。

【
身
体
障
害
者
数
の
状
況
】

身
体
障
害
児
者
の
数
は
近
年
横
ば
い
で

す
が
、
60
歳
以
上
の
人
が
８
割
を
超
え
て

お
り
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

【
知
的
障
害
児
者
数
の
状
況
】

知
的
障
害
児
者
の
数
は
、
平
成
21
年
度

に
比
べ
て
増
加
し
て
お
り
、
重
度
、
最
重

度
、
重
症
心
身
の
人
が
全
体
の
半
数
を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
齢
別
に
み
る
と
、

60
歳
以
上
の
人
が
約
２
割
を
占
め
て
お
り
、

障
害
の
重
度
化
、
障
害
者
の
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。

【
精
神
障
害
者
数
の
状
況
】

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
た
人
は
、
こ
の
８
年
で
４
割
以
上
増

加
し
て
い
ま
す
。
特
に
一
級
（
重
度
）
の

人
の
割
合
は
、
こ
の
８
年
で
２
．
４
倍
と

急
増
し
て
い
ま
す
。

【
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
状
況
】

秋
田
県
の
出
生
数
は
長
期
に
わ
た
り
低

下
し
続
け
て
お
り
、
平
成
25
年
の
出
生
数

は
20
年
前
の
６
割
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

本
県
で
も
核
家
族
化
が
年
々
進
行
し
て

い
る
ほ
か
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化

も
指
摘
さ
れ
、
子
育
て
に
困
難
を
感
じ
る

家
庭
の
増
加
と
と
も
に
、
共
働
き
家
庭
の

増
加
に
よ
り
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支

援
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
県
の
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く

雇
用
・
就
労
の
状
況

国
の
労
働
経
済
に
関
す
る
白
書
や
統
計
・

調
査
等
に
よ
れ
ば
、
全
国
的
に
平
成
25
年

か
ら
平
成
26
年
に
か
け
て
、
医
療
・
福
祉
、

情
報
通
信
業
の
雇
用
者
の
増
加
が
大
き
く
、

中
で
も
医
療
・
福
祉
分
野
は
正
規
雇
用
労

働
者
が
特
に
増
加
し
て
い
る
産
業
と
な
っ

て
い
ま
す
。

秋
田
県
内
で
も
、
医
療
・
福
祉
は
需
要

の
増
加
に
応
じ
て
従
事
者
も
増
加
傾
向
に

あ
り
、
高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
需
要
増

が
見
込
ま
れ
、
今
後
、
深
刻
な
人
手
不
足

が
見
込
ま
れ
る
分
野
で
す
。

　

委
員
会
設
置
の
目
的

「
福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
化
は『
オ
ー
ル
秋
田
』で
」 

福
祉
人
材
確
保
・
定
着
化
に
関
す
る
委
員
会
報
告
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秋
田
県
に
お
け
る
介
護
従
事
者
の

状
況特

に
、
本
県
で
は
今
後
、
高
齢
化
の
進

行
と
と
も
に
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
量
の
一
層
の
増
加
が
必
要
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。 

団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
と
な
る
平
成
37
年
に
は
、
全
国
で
最

大
２
５
０
万
人
、
本
県
に
お
い
て
は
約
２
，

８
０
０
人
の
介
護
職
員
が
不
足
す
る
と
見

込
ま
れ
ま
す
。

本
県
で
は
、
高
齢
者
介
護
を
は
じ
め
と

す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
や
、
少
子
化
、
労
働
人
口
の
減
少
、
景

気
回
復
に
伴
う
他
産
業
雇
用
の
活
性
化
な

ど
様
々
な
要
因
か
ら
、
福
祉
介
護
サ
ー
ビ

ス
従
事
者
の
確
保
が
困
難
性
を
増
し
て
き

て
い
ま
す
。
秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
セ
ン

タ
ー
の
み
な
ら
ず
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に

お
い
て
も
求
職
者
が
減
少
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
及

び
施
設
・
事
業
所
の
運
営
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

実
態
調
査
の
実
施

各
施
設
・
事
業
所
に
お
け
る
雇
用
・
就

労
環
境
の
実
態
や
課
題
を
把
握
し
、
人
材

育
成
の
方
策
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
方
策
の
検
討
や
人

材
の
定
着
化
を
図
る
法
人
・
事
業
所
の
積

極
的
な
取
組
み
を
支
援
す
る
方
策
の
あ
り

方
等
を
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
実
態
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
１
】
調
査
実
施
期
間

　
　
　

平
成
27
年
２
月
～
４
月

【
２
】
調
査
対
象
施
設
・
事
業
所
数

　
　
　

１
，
０
２
０
カ
所

【
３
】
回
答
数

　
　
　

３
８
３
カ
所

【
４
】
回
答
率

　
　
　

34
．
２
％

秋
田
県
内
の
社
会
福
祉
施
設
・
事
業

所
を
め
ぐ
る
課
題

Ⅰ
　
職
員
体
制
及
び
採
用

１
．
法
定
の
職
員
定
数
を
大
き
く
上
回
る

職
員
を
雇
用
し
て
い
る
が
、
介
護
職
、
看

護
職
、
相
談
・
支
援
・
指
導
員
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
、
保
育
士
に
不
足
感
が
強
く
、

特
に
介
護
職
・
看
護
職
の
確
保
困
難
性
が

高
い

２
．
未
経
験
者
で
あ
っ
て
も
社
会
人
経
験

者
の
採
用
に
は
積
極
的
で
あ
る
が
、
新
卒

高
校
生
の
採
用
に
は
や
や
消
極
的
で
あ
り
、

若
年
者
や
未
経
験
者
の「
育
成
」の
視
点
が

必
要Ⅱ

　
退
職
者
及
び
退
職
理
由
等

１
．
正
規
職
員
と
非
正
規
職
員
の
割
合
は

概
ね
６
対
４
で
あ
る
一
方
、
正
職
員
率
が

５
割
弱
で
非
正
規
職
員
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
業
種
も
あ
る

２
．
退
職
理
由（
定
年
及
び
契
約
期
間
満
了

を
除
く
）で
は
、
主
に
①
結
婚
・
出
産
・
家

族
の
介
護
等
、
②
病
気
等
健
康
上
の
理
由
、

③
転
職
希
望
で
あ
る

業
種
別
に
み
る
と
、
保
育
系
で
は
結
婚
・

家
族
の
事
情
（
転
勤
等
）、
高
齢
者
介
護
・

障
害
者
支
援
系
で
は
病
気
等
健
康
上
の
理

由
や
転
職
希
望
が
多
い

長
く
働
い
て
も
ら
う
た
め
、
正
規
職
員

採
用
や
正
規
職
員
へ
の
登
用
の
強
化
、
子

育
て
や
家
庭
と
の
両
立
な
ど
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
勤
務
形

態
や
就
労
環
境
整
備
が
必
要

３
．
離
職
率
の
改
善（
特
に
非
営
利
法
人
に

実
態
調
査
結
果
に
み
る
秋
田
県
の

福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
に
関
す

る
現
状
と
課
題

【秋田県内の雇用環境の推移】
年度

産業別
21
① 22 23 24 25

②
増減率

（② / ①）％
建設業 25,943 25,276 25,172 25,560 26,164 100.9
製造業 62,180 62,138 61,581 59,334 58,405 93.9
卸売・小売業 42,569 42,438 42,448 41,918 42,837 100.6
医療・福祉 42,848 45,432 48,228 50,396 51,845 121.0
サービス業 31,264 31,319 32,125 32,170 33,057 105.7

【将来の介護サービス等利用者数に基づき推計した介護職員需要推計】
区分

年度
施設
サービス

居宅
サービス

地域密着型
サービス 合 計 ( 人 )

29 5,808 13,378 4,828 24,014

32 5,974 14,341 5,295 25,610

37 6,048 14,991 5,510 26,549

【将来の介護職員の需要推計】
区分

年度 需要推計 供給推計 需要と供給の差
( 人 )

24 19,094 19,094 0

29 24,014 22,658 1,356

32 25,610 23,537 2,074

37 26,549 23,760 2,788
【資料】第 6 期介護保険事業支援計画・第 7 期老人福祉計画

【有効求人倍率の推移】　※有効求人数／有効求職者数
年度

産業別 21 22 23 24 25 26

全職種 0.30 0.43 0.54 0.65 0.81 0.93
福祉関連 0.97 1.27 1.60 1.34 1.37 1.65

内、介護関係 0.52 0.87 1.16 0.95 1.10 1.24
福祉関連職以外 0.27 0.38 0.47 0.60 0.76 0.87

【資料】秋田県勢要覧、秋田労働局「求人・求職バランスシート」
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比
べ
て
、
営
利
法
人
が
高
い
傾
向
に
あ
る

離
職
率
の
改
善
）

 ４
．早
期
退
職（
新
規
就
労
か
ら
３
年
未
満
）

の
予
防
及
び
防
止

５
．
自
己
成
長（
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
）、
生

涯
設
計（
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
）の
支
援
の

充
実Ⅲ

　
職
員
の
処
遇
〈
給
与
・
昇
給
等
〉

１
．
社
会
人
の
採
用
に
は
積
極
性
が
見
ら

れ
て
い
る
が
、処
遇
は
大
卒（
国
家
資
格
有
）

に
比
べ
低
位
に
あ
る
。

　

他
産
業
や
都
市
圏
へ
の
担
い
手
の
流
出

の
防
止
及
び
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
の
参
入

を
促
進
す
る
処
遇
の
改
善
に
向
け
た
行
政

等
の
支
援
制
度
創
設
や
経
営
者
へ
の
働
き

か
け
の
強
化
が
必
要

　
　

 

２
．
給
与
及
び
昇
給
に
関
し
て
は
、
必
ず

し
も
明
確
な
基
準
を
持
た
な
い
事
業
所
が
、

営
利
法
人
に
多
く
見
ら
れ
る

　

ま
た
、
退
職
金
制
度
を
持
た
な
い
又
は

加
入
し
て
い
な
い
事
業
所
が
、
営
利
法
人

に
多
い
傾
向
が
見
ら
れ
る

　

処
遇
改
善
促
進
に
向
け
た
経
営
者
へ
の

働
き
か
け
が
必
要

３
．
特
別
休
暇
や
国
な
ど
の
各
種
支
援
制

度
の
積
極
的
な
利
用
の
促
進

Ⅳ
　
人
材
の
定
着
促
進
・
育
成

１
．
仕
事
を
続
け
て
行
く
上
で
の
仕
組
み

づ
く
り
や
環
境
整
備
へ
の
取
り
組
み
が
や

や
弱
い
現
状
が
あ
り
、
強
化
が
必
要

２
．
資
格
取
得
を
目
指
す
職
員
に
対
す
る

受
講
料
等
の
経
費
負
担
な
ど
の
支
援
制
度

の
整
備
は
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
取
得

し
た
資
格
等
の
適
切
な
評
価
及
び
資
格
手

当
の
拡
充
が
必
要

３
．
研
修
計
画
を
持
っ
て
い
な
い
事
業
所

が
約
２
割
あ
り
、「
職
員
不
足
の
た
め
研
修

に
人
員
を
回
す
こ
と
が
で
き
な
い
」を
最
大

の
理
由
に
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に

職
員
数
の
少
な
い
小
規
模
な
事
業
所
に
お

け
る
職
場
内
研
修
の
実
施
支
援
、
職
場
外

研
修
へ
の
職
員
派
遣
の
支
援
策
の
充
実
が

必
要

　

本
県
で
は
、
人
口
に
対
し
て
福
祉
職
へ

の
就
労
率
は
全
国
的
に
見
て
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
高
齢
化
に
伴
う

介
護
サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
や
障
害
者
の
高
齢

化
・
重
度
化
へ
の
対
応
ニ
ー
ズ
な
ど
、
求

め
ら
れ
る
福
祉
支
援
サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
の

増
加
へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少

や
少
子
化
な
ど
に
よ
る
労
働
人
口
の
減
少

問
題
に
対
す
る
対
策
と
併
せ
て
、
総
合
的

に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
福
祉
養
成
校
等
の
新
卒

学
生
の
減
少
も
見
込
ま
れ
て
お
り
、
福
祉

職
へ
の
養
成
・
育
成
の
視
野
を
広
く
持
ち

な
が
ら
幅
広
い
年
齢
層
や
多
様
な
産
業
の

業
務
経
験
者
の
参
入
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
福
祉
施
設
・
事
業
所
が
よ
り
一
層
「
魅

力
あ
る
職
場
」
へ
と
変
身
し
て
い
く
取
り

組
み
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
取
り
組
み
の
方
向
性
や
視

点
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

参
入
の
促
進

安
定
し
た
福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
を

図
る
た
め
に
は
、
経
済
状
況
の
変
化
に
左

右
さ
れ
ず
に
、
常
に
求
職
者
か
ら
「
働
き

や
す
く
、
や
り
が
い
の
あ
る
職
場
」
と
し

て
選
ば
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
担
い

手
の
約
８
割
が
女
性
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

踏
ま
え
、「
仕
事
」と「
生
活
」の
調
和（
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
へ
の
配
慮
を

念
頭
に
、
多
様
な
年
齢
層
や
職
業
等
の
経

験
を
持
つ
方
々
の
参
入
を
拡
げ
、
専
門
職

と
し
て
育
て
て
い
く
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

Ⅰ
　
す
そ
野
を
拡
げ
る

１
．
人
材
の
す
そ
野
拡
大
を
進
め
、
多
様

な
人
材
の
参
集
促
進
を
図
る

・
子
育
て
期
間
や
家
族
の
介
護
期
間
な
ど

（定年等雇用主都合除く・転職希望含む）
H26社会福祉施設等における福祉人材確保定着化に関する実態調査結果

転職希望（福祉分野）
病気・体調不良等健康上の理由

転職希望（福祉分野以外）
人間関係（職員間）

自分の適正・能力への不安
家族の事情（転勤など）

老親など家族の介護や看護
出産、育児、子供に関する事情

賃金等処遇への不満
結婚

家事との両立への不安
人間関係（利用者・家族）

労働条件への不満
将来展望への不安
人事評価への不満

仕事に対するやりがい
支援サービス内容・方法への不満
教育・研修機会の不足への不満

その他
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（単位：円）（単位：円）

保育所大卒

保育所高卒

保育所社会人

高齢者大卒

高齢者高卒

高齢者社会人

障害者大卒

障害者高卒

障害者社会人

保育所大卒

保育所高卒

保育所社会人

高齢者大卒

高齢者高卒

高齢者社会人

障害者大卒

障害者高卒

障害者社会人

①初任時①初任時 ②２年目②２年目 ③５年目③５年目

◆

■

▲

×

＊

●

★

❖

◉

＊

＊
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◉

★
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×
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◆
◆

◆

▲

▲

▲

●

●
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■

業種別　新規採用職員本俸平均額

高齢者施設職員の離職理由

秋
田
県
の
福
祉
人
材
の
確
保
・
定

着
化
の
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

の
方
向
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・
福
祉
・
介
護
の
仕
事
の
理
解
促
進
や
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

５
．
将
来
の
担
い
手
と
な
る
中
・
高
校
生

及
び
保
護
者
、
進
路
指
導
教
職
員
を
対
象

に
、
福
祉
教
育
や
福
祉
職
場
で
の
体
験
活

動
を
通
じ
、
や
り
が
い
や
福
祉
の
重
要
性

へ
の
認
識
度
を
高
め
、
魅
力
あ
る
職
場
と

し
て
の
将
来
の
就
労
を
考
え
る
と
と
も
に
、

地
元
へ
の
回
帰
の
意
識
を
醸
成
す
る
機
会

を
提
供
す
る

・
職
場
体
験
事
業
の
実
施

・
中
・
高
校
生
向
け
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
、
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

労
働
環
境
・
処
遇
の
改
善

福
祉
従
事
者
の
職
場
定
着
を
図
る
た
め

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
や
り
が
い
を
実
感
で

き
、
専
門
性
を
発
揮
で
き
る
機
会
や
成
長

を
支
援
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
職
員

一
人
一
人
が
職
場
に
お
け
る
自
己
の
将
来

像
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
職
場
づ
く
り
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ⅰ
　
道
を
つ
く
る

１
．
本
人
の
能
力
や
役
割
分
担
に
応
じ
た

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
構
築
す
る

・
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
づ
く
り
を
目　

指
し
た
処
遇
改
善

・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
の
充
実

２
．
経
営
力
や
採
用
力
の
向
上
を
図
り
、

若
者
に
選
ば
れ
る
業
界
へ
の
変
身

・
中
小
企
業
診
断
士
や
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
導
入
支
援

・
管
理
者
等
へ
の
支
援
体
制
強
化（
例
え
ば
、

環
境
改
善
セ
ミ
ナ
ー
等
） 

・
職
場
づ
く
り
を
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
法
人
に
学
ぶ
場
づ
く
り

・
地
域
公
益
活
動
を
地
域
と
共
に
考
え
る

・
地
域
住
民
、
転
職
希
望
者
、
子
育
て
を

終
え
た
方
、
生
活
困
窮
者
な
ど
、
多
様

な
人
材
を
受
け
入
れ
る
体
制
や
環
境
な

ど
の
素
地
づ
く
り

・
資
格
保
有
に
依
存
し
な
い
、
無
資
格
・

未
経
験
者
の
積
極
的
な
育
成
体
制

・
管
理
者
・
介
護
職
員
に
対
す
る
労
働
関

係
法
規
、
休
暇
・
休
職
制
度
や
各
種
助

成
制
度
の
理
解
促
進
及
び
雇
用
管
理
改

善
の
取
組
み
促
進

・
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
相
談

や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
経
費
の
支
援

Ⅱ
　
長
く
歩
み
続
け
る

１
．
い
っ
た
ん
福
祉
の
仕
事
に
就
い
た
者

の
定
着
促
進
を
図
る

・
早
期
退
職（
離
職
）の
防
止

・
仲
間
づ
く
り
・
居
場
所
づ
く
り

・
家
族
の
介
護
や
子
育
て
離
職
防
止

・
離
職
率
の
高
い
営
利
法
人
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
分
野
の
人
材
定
着
支
援

・
家
族
介
護
等
の
一
時
的
な
出
費
支
援
や

取
得
資
格
に
応
じ
た
手
当
な
ど
の
法
人

独
自
制
度
の
創
設
や
充
実

・
研
修
に
係
る
代
替
人
員
の
確
保
に
向
け

た
人
材
バ
ン
ク
構
想
や
基
金
創
設

・
既
存（
国
・
県
等
）の
代
替
職
員
配
置
や

経
費
助
成
制
度
の
積
極
的
活
用

関
係
機
関
・
団
体
等
に
求
め
ら
れ
る

役
割
と
連
携

福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
・
養
成
・
定

着
の
促
進
は
、
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

質
そ
の
も
の
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
り
、

県
全
体
の
課
題
で
す
。

課
題
に
は
制
度
面
、
施
設
等
の
運
営
面
、

財
源
な
ど
様
々
な
要
因
が
あ
り
、
課
題
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
長
期
的
・
安

定
的
に
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
総

合
的
な
視
点
か
ら
多
種
多
様
な
機
関
・
関

係
者
が
一
体
と
な
っ
て
連
携
・
協
力
し
あ
っ

て
い
く
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

産
業
・
業
種
の
壁
を
越
え
て
、「
オ
ー
ル

秋
田
」
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」を
重

視
し
た
多
様
な
労
働
時
間
制
や
勤
務
体

系
の
整
備

・
乳
幼
児
等
の
子
育
て
支
援
策
の
充
実

２
．
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
重

視
し
た
勤
務
体
系
の
確
立
と
、
そ
れ
を
補

う
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
元
気
な
高
齢

者（
定
年
～
前
期
高
齢
者
）、
子
育
て
を
終

え
た
女
性
、
生
活
困
窮
の
状
態
に
あ
る
方

な
ど
を
従
事
者
と
し
て
養
成
し
、
多
様
な

就
労
形
態
で
人
材
確
保
を
図
る

・
経
営
法
人
に
よ
る
就
業
を
誘
う
働
き
か

け
強
化

・
適
切
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り

・
中
間
的
就
労
な
ど
の
短
時
間
就
労
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発

３
．
供
給
が
需
要
を
上
回
り
有
効
求
人
倍

率
が
低
い
職
業
や
縮
小
が
見
込
ま
れ
る
分

野
か
ら
の
人
材
を
誘
導
す
る
な
ど
、
多
様

な
人
材
の
参
入
を
促
進
す
る

・
各
企
業
等
の
人
事
担
当
者
と
の
連
携

・
福
祉
・
介
護
の
職
場
体
験

４
．
福
祉
の
仕
事
の
や
り
が
い
や
楽
し
さ

な
ど
、
冊
子
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
の
配
信

な
ど
、
福
祉
職
場
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
・

魅
力
を
発
信
す
る

・
マ
ス
コ
ミ
を
活
用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
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国
の
平
成
27
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、

「
子
育
て
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
家
族
・
子

ど
も
等
へ
の
配
慮
・
対
策
等
の
強
化
」
の
一

環
で
新
た
に
２
つ
の
貸
付
事
業
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
本
県
で
は
秋
田
県
社
会
福

祉
協
議
会
が
３
月
か
ら
事
業
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進

資
金
貸
付
事
業

■
目
的　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
を
対
象
に
就

職
に
有
利
な
資
格
の
取
得
と
自
立
の
促
進
を

図
る
。

■
内
容

（
貸
付
の
種
類
と
金
額
）

①
入
学
準
備
金 

50
万
円
以
内

②
就
職
準
備
金 

20
万
円
以
内

○
利
　
　
子

連
帯
保
証
人
が
い
れ
ば
無
利
子
、
い
な

い
場
合
は
年
1.0
％

○
返
還
免
除

養
成
機
関
を
修
了
、
資
格
取
得
日
か
ら

１
年
以
内
に
就
職
し
、
秋
田
県
内
で
取

得
し
た
資
格
が
必
要
な
業
務
に
引
き
続

き
５
年
間
従
事
し
た
場
合
、
返
還
は
免

除
さ
れ
ま
す
。

○
返
還
義
務

返
還
免
除
の
要
件
に
該
当
し
な
い
場
合

は
、
月
賦
又
は
半
年
賦
に
て
返
還
が
必

要
で
す
。

■
貸
付
対
象 

～
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
～

・ 

秋
田
県
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
で
、

自
治
体
が
行
う
「
高
等
職
業
訓
練
促
進
給

付
金
」
を
受
給
し
て
い
る
方

・ 
養
成
機
関
で
の
課
程
終
了
後
、
秋
田
県
内

に
お
い
て
取
得
し
た
資
格
を
必
要
と
す
る

業
務
に
従
事
す
る
予
定
の
方

■
申
込
み
先

　
「
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
の
窓
口

に
な
っ
て
い
る
自
治
体(

町
村
は
県
の
福
祉

事
務
所)

を
経
由
し
て
秋
田
県
社
会
福
祉
協

議
会
に
申
込
み
い
た
だ
き
ま
す
。

児
童
養
護
施
設
退
所
者
等
に
対
す
る

自
立
支
援
資
金
貸
付
事
業

■
目
的　

児
童
養
護
施
設
等
を
退
所
し
、
就

職
や
進
学
す
る
方
の
自
立
と
児
童
養
護
施
設

等
に
入
所
中
の
子
ど
も
等
が
就
職
に
必
要
な

資
格
の
取
得
を
支
援
す
る
。

■
内
容

（
貸
付
の
種
類
と
金
額
）

①
生
活
支
援
費　

月
額
５
万
円
以
内

②
家
賃
支
援
費　

１
月
あ
た
り
の
家
賃

月
額
相
当
額
で
、
生
活
保
護
制
度
上

の
住
宅
扶
助
額
以
内

③
資
格
取
得
支
援
費　

25
万
円
以
内

○
保
証
人

原
則
と
し
て
連
帯
保
証
人
が
必
要
。
た

だ
し
、
い
な
い
場
合
で
も
貸
付
可
能

○
返
還
免
除

次
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
返
還
は
免
除

さ
れ
ま
す
。

　
〈
進
学
者
〉
大
学
等
を
卒
業
後
１
年
以

内
に
就
職
し
、
５
年
間
引
き
続
き
就

業
を
継
続
し
た
と
き
。

　
〈
就
職
者
〉
就
職
し
た
日
か
ら
５
年
間

引
き
続
き
就
業
を
継
続
し
た
と
き
。

　
〈
資
格
取
得
希
望
者
〉
就
職
し
た
日
か

ら
２
年
間
、
引
き
続
き
就
業
を
継
続

し
た
と
き
。

○
返
還
義
務

返
還
免
除
の
要
件
に
該
当
し
な
い
場
合

は
、
月
賦
又
は
半
年
賦
に
て
返
還
が
必

要
で
す
。

■
貸
付
対
象

　

①
生
活
支
援
費

・
児
童
養
護
施
設
等
を
退
所
し
た
方
、
里

親
等
の
委
託
を
解
除
さ
れ
た
方
の
う

ち
、
保
護
者
等
か
ら
の
経
済
的
な
支
援

が
見
込
め
な
い
方
で
、
大
学
、
専
修
学

校
等
に
在
学
中
の
方

　

②
家
賃
支
援
費

・
①
に
該
当
す
る
方

・
児
童
養
護
施
設
等
を
退
所
し
た
方
、
里

親
等
の
委
託
を
解
除
さ
れ
た
方
の
う
ち
、

保
護
者
等
か
ら
の
経
済
的
な
支
援
が
見

込
め
な
い
方
で
、
就
職
し
て
い
る
方

③
資
格
取
得
支
援
費

・
児
童
養
護
施
設
等
に
入
所
中
の
方

・
里
親
等
に
委
託
中
の
方

・
児
童
養
護
施
設
等
を
退
所
又
は
里
親
等

の
委
託
解
除
後
４
年
以
内
で
大
学
、
専

修
学
校
等
に
在
学
中
の
方

■
申
込
み
先

　

児
童
養
護
施
設
等
又
は
里
親
等
か
ら
「
推

薦
状
」
を
添
え
て
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

に
申
込
み
い
た
だ
き
ま
す
。

　

国
の
平
成
27
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、

「
求
め
ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
の
人
材
の
育
成
・
確
保
、
生
産
性
の
向

上
」
の
一
環
で
、
再
就
職
準
備
金
貸
付
制
度

の
創
設
及
び
修
学
資
金
貸
付
制
度
の
拡
充
が

図
ら
れ
、
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
３
月

か
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付
制
度

介
護
福
祉
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

○
対　
　

象
：
秋
田
県
内
の
介
護
福
祉
士
養

成
施
設
に
在
学
し
、
卒
業
後
秋
田
県
内
の

指
定
施
設
で
介
護
等
の
業
務
に
従
事
す
る

こ
と
を
目
指
す
学
生

○
貸
付
額
：
月
額
５
万
円
以
内

○
別
途
加
算
：
入
学
準
備
金
20
万
円
以
内
、

就
職
準
備
金
20
万
円
以
内
、
国
家
試
験
受

験
対
策
費
用
４
万
円
以
内
、
生
活
費
加
算

ひ
と
り
親
家
庭
・
児
童
養
護
施
設
退
所
者
等
支
援
、

介
護
人
材
確
保
の
た
め
の
制
度
が
創
設
・
拡
充
さ
れ
ま
し
た

自
立
支
援
の
た
め
の
貸
付
制
度
の
創
設

介
護
福
祉
士
修
学
資
金
貸
付
制
度
の
拡
充
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３ ２ （
申
請
時
に
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
場
合
）

○
返
還
免
除
：
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
を

卒
業
し
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
介
護
福
祉

士
と
し
て
秋
田
県
内
の
指
定
施
設
で
従
事

し
、
５
年
（
過
疎
地
域
は
３
年
）
間
、
引

き
続
き
業
務
に
従
事
し
た
と
き
。

○
申
込
方
法
：
申
請
書
に
養
成
施
設
か
ら
の

「
推
薦
状
」
を
添
え
て
秋
田
県
社
会
福
祉

協
議
会
に
提
出

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
受
講
資
金
貸

付
事
業

○
対　
　

象
：
秋
田
県
内
の
介
護
福
祉
士
実

務
者
研
修
施
設
に
在
学
し
、
卒
業
後
秋
田

県
内
の
指
定
施
設
で
介
護
等
の
業
務
に
従

事
す
る
こ
と
を
目
指
す
学
生

○
貸
付
額
：
20
万
円
以
内

○
返
還
免
除
：
実
務
者
研
修
施
設
を
卒
業
し

た
日
か
ら
１
年
以
内
に
介
護
福
祉
士
と
し

て
秋
田
県
内
で
従
事
し
、
２
年
間
、
引
き

続
き
業
務
に
従
事
し
た
と
き
。

○
申
込
方
法
：
申
請
書
に
実
務
者
研
修
施
設

か
ら
の
「
推
薦
状
」
を
添
え
て
秋
田
県
社

会
福
祉
協
議
会
に
提
出

離
職
し
た
介
護
人
材
の
再
就
職
準
備
金

貸
付
事
業

○
対
象
：
介
護
職
員
等
と
し
て
の
実
務
経
験

を
１
年
以
上
有
し
、
介
護
職
員
等
と
し
て

再
就
労
の
日
ま
で
に
県
社
協
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
に
登
録
し
た
方

○
貸
付
額
：
20
万
円
と
貸
付
対
象
者
が
提

出
す
る
利
用
申
請
書
記
載
額
の
い
ず
れ
か

少
な
い
方
の
額

○
返
還
免
除
：
介
護
職
員
等
と
し
て
秋
田
県

内
で
従
事
し
た
日
か
ら
、
２
年
間
引
き
続

き
業
務
に
従
事
し
た
と
き
。

○
申
込
方
法
：
申
請
書
を
直
接
秋
田
県
社
会

福
祉
協
議
会
に
提
出

社
会
福
祉
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

○
対
象
：
秋
田
県
内
の
社
会
福
祉
士
養
成
施

設
に
在
学
し
、
卒
業
後
秋
田
県
内
の
指
定

施
設
で
介
護
等
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と

を
目
指
す
学
生

○
貸
付
額
：
月
額
５
万
円
以
内

○
別
途
加
算
：
入
学
準
備
金
20
万
円
以
内
、

就
職
準
備
金
20
万
円
以
内
、
生
活
費
加
算

（
申
請
時
に
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
場
合
）

○
返
還
免
除
：
社
会
福
祉
士
養
成
施
設
を
卒

業
し
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
秋
田
県
内
の

指
定
施
設
で
従
事
し
、
５
年
（
過
疎
地
域

は
３
年
）
間
、
引
き
続
き
業
務
に
従
事
し

た
と
き
。

○
申
込
方
法
：
申
請
書
に
養
成
施
設
か
ら
の

「
推
薦
状
」
を
添
え
て
秋
田
県
社
会
福
祉

協
議
会
に
提
出

※
す
べ
て
の
貸
付
事
業
に
お
い
て
、
連
帯
保

証
人
が
必
要
で
す
。　
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地
域
住
民
参
加
の
も
と
、誰
も
が
安
全
に
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
『
福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
』

の
実
現
に
向
け
た
「
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ

ア
推
進
事
業
」
を
開
始
し
て
11
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
そ
の
間
、
全
社
協
の
「
社
協
・
生

活
支
援
活
動
強
化
方
針
」
の
提
唱
や
県
か
ら

受
託
し
取
り
組
ん
で
き
た
「
地
域
福
祉
再
構

築
推
進
事
業
」
の
他
、
こ
の
度
、
国
の
「
新

た
な
時
代
に
対
応
し
た
福
祉
の
提
供
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
方
針
な
ど
を
踏
ま
え
、「
地
域
福
祉

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業
」
の
再
構
築
に
向

け
た
本
県
に
お
け
る
地
域
福
祉
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
う
「
新

し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

で
は
、
住
民
同
士
の
助
け
合
い
に
よ
る
生
活

支
援
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
町
内
会

や
自
治
会
単
位
で
地
域
の
課
題
解
決
に
住
民

が
主
体
的
に
取
り
組
む
「
地
域
支
え
合
い
の

仕
組
み
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
」
を
通
じ
て
基

盤
整
備
を
図
り
ま
す
。

更
に
、
地
域
福
祉
推
進
を
担
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
養
成
と
実
践

力
強
化
に
向
け
た
研
修
を
引
き
続
き
実
施
す

る
と
と
も
に
、「
福
祉
教
育
」
の
全
県
的
な

普
及
に
向
け
て
、
各
市
町
村
社
協
に
お
け
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
と
実
践
を
推
進
す
る
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
現
地
支
援
等
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

認
知
症
高
齢
者
・
知
的
障
害
者
・
精
神
障

害
者
等
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
が
、
地

域
社
会
で
自
立
し
て
生
活
す
る
た
め
に
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
及
び
日
常
的
金
銭
管

理
等
を
行
う「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業（
地

域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
）」
で
は
、
利
用
ニ
ー

ズ
の
増
大
に
対
応
し
得
る
実
施
体
制
の
見
直

し
が
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
係
者
に

よ
る
事
業
の
推
進
方
策
に
関
す
る
検
討
を
行

い
ま
す
。
同
時
に
、
本
事
業
利
用
者
が
成
年

後
見
制
度
に
円
滑
に
移
行
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
確
立
や
市
町
村
社
協
に
よ
る
法
人
後
見

実
施
な
ど
、
新
た
な
権
利
擁
護
体
制
の
構
築

に
向
け
た
モ
デ
ル
事
業
を
継
続
実
施
し
ま

す
。制

度
が
始
ま
っ
て
２
年
目
の
「
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
制
度
」
に
お
い
て
は
、
家
計
相

談
支
援
事
業
な
ど
任
意
事
業
を
実
施
す
る
社

協
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、「
生
活
福

祉
資
金
貸
付
制
度
」
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、

多
様
か
つ
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
世
帯
に

対
し
、
よ
り
効
果
的
な
相
談
支
援
活
動
が
展

開
で
き
る
よ
う
市
町
村
社
協
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

加
え
て
、
就
職
に
有
利
な
資
格
取
得
を

目
指
す
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
を
対
象
に
し
た

資
金
貸
付
事
業
、
児
童
養
護
施
設
等
を
退
所

し
就
職
や
進
学
者
等
を
対
象
に
し
た
資
金
貸

付
事
業
を
新
た
に
実
施
し
、
社
会
的
な
援
護

を
必
要
と
す
る
世
帯
の
自
立
促
進
を
進
め
ま

す
。

【
重
点
事
業
】

○	

地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業
の
再

構
築
に
向
け
た
検
討

○	

福
祉
教
育
推
進
事
業
の
実
施

○	

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
あ
り
方
検
討
委

員
会
の
開
催

○	

新
た
な
権
利
擁
護
体
制
の
構
築
モ
デ
ル
事

業
の
実
施

○	

生
活
困
窮
者
支
援
等
新
た
な
自
立
支
援
制

度
実
施
へ
の
対
応

県
内
の
社
会
福
祉
事
業
従
事
者
を
対
象

に
、
県
か
ら
受
託
し
て
い
る
福
祉
保
健
研
修

（
階
層
別
及
び
職
域
別
）
の
ほ
か
、
認
知
症

介
護
に
関
す
る
研
修
や
介
護
福
祉
士
等
の
受

験
準
備
講
習
会
、
介
護
実
技
講
座
、
中
堅
職

員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
、
ク
レ
ー
ム
対
応
研

修
な
ど
研
修
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
自
主
企
画
研

修
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
職
場
内
研
修

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
充
実
へ
の
支
援
を
通
じ
て
社
会

福
祉
事
業
従
事
者
の
資
質
向
上
を
図
り
、
専

門
性
の
向
上
と
質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、「
秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
・
研
修

セ
ン
タ
ー
第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の

活
動
方
針
に
基
づ
き
、「
無
料
職
業
紹
介
」

機
能
の
強
化
と
積
極
的
な
求
人
開
拓
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
人
材
の
確
保
・
定
着
の
促

進
に
向
け
て
、
福
祉
の
仕
事
へ
の
就
労
を
希

望
す
る
求
職
者
の
開
拓
や
介
護
福
祉
士
な
ど

の
福
祉
・
介
護
の
資
格
を
有
す
る
方
々
の
就

労
及
び
復
職
の
支
援
の
ほ
か
、
社
会
保
険
労

務
士
・
理
学
療
法
士
等
の
専
門
職
の
派
遣
・

指
導
を
通
じ
た
職
場
の
労
働
環
境
の
改
善
支

援
、
介
護
職
場
体
験
事
業
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

な
お
、
近
年
、
介
護
職
を
は
じ
め
と
し
た

福
祉
人
材
の
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
福
祉
人
材
確
保
・
定
着
化
に
関

す
る
委
員
会
」
の
報
告
を
踏
ま
え
、
人
材
確

保
・
定
着
の
促
進
に
向
け
た
具
体
策
の
検
討

を
行
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
中
で
、
社
会

福
祉
法
人
と
し
て
の
公
益
性
・
非
営
利
性
を

発
揮
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
積
極
的
な

取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
経

営
相
談
事
業
の
充
実
を
図
る
な
ど
社
会
福
祉

法
人
経
営
の
強
化
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
公
益
活
動

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
人
・

施
設
と
社
協
の
連
携
に
よ
る
地
域
公
益
活
動

推
進
モ
デ
ル
事
業
を
継
続
実
施
す
る
ほ
か
、

新
た
に
「
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
公
益
活

動
推
進
検
討
委
員
会
（
仮
称
）」
を
設
置
し
、

検
討
を
進
め
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
利
益
の
保
護
、

基本
方針 2
社
会
福
祉
事
業
者
の
経
営
基
盤
強

化
と
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供

基本
方針 1
多
様
な
主
体
と
の
協
働
に
よ
る

生
活
支
援
の
強
化

住
民
参
加
に
よ
る「
福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
て

●
平
成
28
年
度
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
方
針
及
び
予
算
●

社会福祉あきた  No.337

8



福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
す
「
運

営
適
正
化
委
員
会
」
で
は
、
的
確
な
苦
情
対

応
や
解
決
の
た
め
助
言
、
適
切
な
機
関
の
紹

介
等
の
相
談
機
能
の
強
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
へ
の
適
切
な

助
言
・
指
導
に
よ
る
運
営
監
視
機
能
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・
向
上
に
つ

い
て
は
、
調
査
者
の
確
保
と
資
質
向
上
を
図

り
な
が
ら
第
三
者
評
価
事
業
の
積
極
的
な
受

審
促
進
を
図
り
、
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

【
重
点
事
業
】

○	

福
祉
保
健
従
事
者
研
修
の
充
実

○	

福
祉
人
材
の
確
保
と
マ
ッ
チ
ン
グ
の
促
進

○	

介
護
の
職
場
体
験
事
業
の
実
施

○	

社
会
福
祉
法
人
の
地
域
公
益
活
動
推
進
検

討
委
員
会
（
仮
称
）
の
開
催

○	

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
と
社
協
の
連
携
に

よ
る
地
域
公
益
活
動
推
進
モ
デ
ル
事
業
の

実
施

県
民
が
抱
え
る
多
様
な
生
活
福
祉
課
題
の

解
決
に
向
け
て
は
、
地
域
福
祉
推
進
委
員
会

に
お
け
る
関
係
機
関
や
団
体
と
の
連
携
・
協

働
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
本
県
を
取
り
巻
く
様
々
な
福
祉
課
題

の
調
査
・
研
究
活
動
を
通
じ
た
提
言
活
動
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

今
年
度
は
、
特
に
、
国
や
全
社
協
の
動
向

及
び
本
県
の
生
活
福
祉
課
題
を
踏
ま
え
、
こ

れ
ま
で
県
社
協
と
市
町
村
社
協
が
協
働
で
取

り
組
ん
で
き
た
「
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

推
進
事
業
」
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、

人
口
減
少
が
進
む
本
県
に
お
け
る
総
合
相

談
・
生
活
支
援
を
行
う
拠
点
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
先
進
事
例
等
を
参
考
に
検
討
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、
県
民
の
社
会
福
祉
に
関
す
る
理

解
と
関
心
を
高
め
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
、
会
員
向
け
メ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
の

内
容
充
実
な
ど
情
報
提
供
機
能
の
強
化
に
努

め
る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
大
会
や
県
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
県
民
・

福
祉
関
係
者
の
共
通
理
解
を
図
り
ま
す
。

更
に
、
県
民
の
善
意
を
地
域
福
祉
の
推

進
や
災
害
遺
児
等
へ
の
支
援
に
役
立
て
る
た

め
、
寄
附
や
募
金
活
動
を
通
じ
て
社
会
貢
献

活
動
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

【
重
点
事
業
】

○	

種
別
協
議
会
・
団
体
と
の
連
携
・
協
働
に

よ
る
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の
機
能
強
化

全
県
の
地
域
福
祉
を
総
合
的
に
推
進
す

る
た
め
に
は
、
本
会
の
組
織
・
財
政
基
盤
の

確
立
が
重
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
会
の
円
滑

な
運
営
と
組
織
の
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
国
・
県
の
補
助
・
受
託
事
業
の
確
保
、

拡
充
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
災
害
発
生
等
緊
急
時
に
お
け
る
組

織
と
し
て
の
対
応
の
指
針
と
な
る
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

更
に
、
施
設
の
火
災
・
自
動
車
共
済
、
自

動
車
リ
ー
ス
化
な
ど
の
促
進
を
図
り
多
様
な

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本

会
会
員
及
び
会
費
規
程
の
改
正
に
基
づ
き
、

積
極
的
に
会
員
の
拡
充
及
び
会
費
の
増
強
に

努
め
ま
す
。

平
成
28
年
度
か
ら
新
た
に
５
年
間
の
指
定

管
理
者
と
な
っ
た
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
に

つ
い
て
は
、
経
年
劣
化
に
よ
る
修
繕
箇
所
も

多
く
、
会
館
利
用
者
の
安
全
・
安
心
の
確
保

に
向
け
て
県
と
協
議
し
な
が
ら
計
画
的
な
修

繕
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
県
民
の

会
館
利
用
の
一
層
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て
は
、

各
種
研
修
へ
の
参
加
や
資
格
取
得
へ
の
支
援

を
通
じ
資
質
向
上
を
図
り
ま
す
。

【
重
点
事
業
】

○
会
員
制
度
の
周
知
と
会
員
拡
大
、
会
員

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

○
多
様
な
自
主
財
源
確
保
の
拡
充
と
経
費

節
減

○
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
の
適
正
な
運
営

基本
方針 3
生
活
福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け
た

機
能
強
化

基本
方針 4
組
織
・
経
営
の
強
化

平成 28年度　社会福祉事業会計予算
（単位：千円）

拠点区分と主な事業内容 予算額

1 法人運営事業 79,004

2 企画広報等事業（社会福祉大会開催、広報発行等） 2,903

3 トータルケア事業等の市町村社協支援事業 2,181

4 各種別協議会支援、資格取得支援等の研修事業 29,253

5 ボランティア活動推進事業（災害ボランティアコーディネ－タ－養成等） 3,170

6 民生委員互助共励事業 6,124

7 共同募金配分金事業 9,001

8 退職手当積立事業 8,852

9 ふれあい安心電話システム推進事業 21,182

10 善意銀行（県民や企業・団体等からの寄附の受入、調整、払出） 553

11 地域福祉推進委員会事業 2,753

12 福祉職場の求人斡旋等の福祉保健人材センター事業 20,416

13 福祉施設経営指導事業 5,040

14 福祉サ－ビス評価事業 ( 第三者評価 ) 1,521

15 日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業） 42,714

16 介護人材確保対策事業 33,051

17 運営適正化委員会事業（福祉サ－ビス苦情相談受付・解決） 5,916

18 災害遺児愛護基金事業（災害遺児養育者へ給付金支給） 4,606

19 ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付事業 19,356

20 児童養護施設退所者等に対する自立支援資金貸付事業 34,353

社会福祉事業会計合計 331,949

社会福祉あきた  No.337

9



「
日
本
海
と
鳥
海
山
に
抱
か
れ
た
ま
ち　

夢

あ
る
ま
ち　

豊
か
な
ま
ち　

元
気
な
ま
ち
」

に
か
ほ
市
の
中
心
部
に
本
園
は
あ
り
ま
す
。
平

成
８
年
４
月
、
旧
仁
賀
保
地
区
の
認
可
保
育

所
、
へ
き
地
保
育
所
が
統
合
し
、
１
８
０
名
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
年
々
入
所
児
が
増
加

し
２
５
０
名
を
超
え
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が

少
子
化
の
波
が
徐
々
に
押
し
寄
せ
、
近
年
は

２
２
０
名
前
後
の
入
所
児
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
開
園
当
初
は
園
舎
の
周
囲
に
は
田

畑
が
あ
り
、
散
歩
コ
ー
ス
と
し
て
散
策
で
き
ま

し
た
が
、
今
は
住
宅
に
様
変
わ
り
し
核
家
族
化

し
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。
平
成
27
年
４
月
よ

り
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
や
声
を
大
切

に
し
、
安
心
し
て
預
け
て
頂
け
る
よ
う
日
々
努

力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
園
で
は
「
に
こ

に
こ　

は
き
は
き　

が
ん
ば
る
子
」
を
保
育
目

標
に
か
か
げ
て
い
ま
す
。
友
達
と
の
遊
び
や
異

年
齢
児
と
の
活
動
、
地
域
と
の
交
流
、
外
部
か

ら
講
師
を
招
い
て
体
育
教
室
・
ス
イ
ミ
ン
グ
・

英
語
あ
そ
び
な
ど
を
通
し
て
多
く
の
人
と
出
会

い
、
沢
山
の
事
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

に
こ
に
こ
、
元
気
に
挨
拶
、
返
事
を
す
る
。

は
き
は
き
、
答
え
る
。
自
分
の
考
え
を
話
す
。

苦
手
な
事
に
も
挑
戦
し
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な

い
で
が
ん
ば
っ
て
み
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
を
大

切
に
、
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
私
達
職
員
も
、

笑
顔
で
の
対
応
。
は
き
は
き
と
適
切
な
言
葉
で

話
を
す
る
。
自
己
研
鑽
に
努
め
、
専
門
職
と
し

て
の
資
質
向
上
を
図
る
。
を
園
児
と
共
通
の
目

標
に
し
て
日
々
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
園
内
の
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
も
、
日
々
多
く
の
未
就
園
の
親
子
が
来
て
、

保
護
者
の
交
流
や
育
児
・
健
康
相
談
の
場
と
し

て
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
子
育
て
支
援
の
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
は
た
し
て
い
る
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

３
月
に
は
第
20
期
の
卒
園
児
を
送
り
だ
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
国
の
制
度
は
時
代
に
即
し

な
が
ら
変
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
子
ど
も
を
愛

お
し
く
思
う
心
は
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
変

わ
ら
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
全
て
の
子
ど
も

の
命
が
尊
重
さ
れ
、
す
こ
や
か
に
成
長
で
き
る

保
育
園
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

交通安全教室の様子

12

園
長
　
三
　
浦
　
京
　
子

「
に
こ
に
こ
　
は
き
は
き

　
　
　
　
　
　
　
が
ん
ば
る
子
」

社
会
福
祉
法
人
仁
賀
保
保
育
会

に
か
ほ
保
育
園
　

【
平
成
28
年
１
月
～
３
月
末
日
現
在
】

◎
一
般
金
銭
預
託
◎

・
秋
田
銀
行
吹
奏
楽
団　

様１
５
０
，
０
０
０
円

・
男
鹿
水
族
館
Ｇ
Ａ
Ｏ　

様４
９
３
，
２
７
７
円

◎
善
意
銀
行
金
銭
預
託
◎

・
そ
ご
う
・
西
武
労
働
組
合
秋
田
支
部　

様

９
，
１
５
２
円

・
秋
田
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会　

様

１
０
，
０
０
０
円

◎
物
品
預
託
◎

・
株
式
会
社
ツ
ル
ハ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス　

様

・
ク
ラ
シ
エ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社　

様

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
車
椅
子　

５
台

⇨
・
藤
里
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

浩
寿
苑

　

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

海
松
園

　

・
障
害
者
支
援
施
設　

玉
の
池
荘

　

・
障
害
者
支
援
施
設　

ひ
ば
り
野
園

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
関
係

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
金
銭
預
託
◎

～
Ｎ
Ｔ
Ｔ
マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
～

・
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
─
東
北
秋
田
支
店　

様

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
秋
田
社
会
貢
献
推
進
会
議　

様

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
─
Ｍ
Ｅ
秋
田
事
業
所　

様

・
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
サ
ー
ビ
ス
営
業
推
進
部　

様

２
８
１
，
２
６
７
円

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
給
付
金
◎

　

◆
入
学
祝
金　

６
件　

３
０
０
，
０
０
０
円

　

◆
卒
業
祝
金　

４
件　

２
０
０
，
０
０
０
円

　

◆
激
励
金　
　

１
件　
　

３
０
，
０
０
０
円

　

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体
様
か

ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◎
使
途
・
希
望
に
つ
い
て
◎

主
に
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動
の
推
進
な
ど
地
域
福

祉
推
進
全
般
に
お
い
て
活
用
す
る
「
一
般
寄

附
」
と
、
寄
附
者
が
使
途
を
特
定
す
る
「
指

定
寄
附
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会　

総
務
企
画
部

　

秋
田
市
旭
北
栄
町
１
─
５

℡
０
１
８
─
８
６
４
─
２
７
１
１

皆

様

の

善

意

秋田県商工会女性部連合会様NTT マッチングプログラム

～福祉相撲号贈呈式～

社会福祉法人山本更生会（三種町）様へ寄贈されました
～第49回NHK福祉大相撲～（平成28年2月11日国技館で開催）
◆主催　NHK　NHK 厚生文化事業団
◆後援　日本相撲協会　◆協力　日産自動車
平成 27 年度の福祉車両「福祉相撲号」は、「NHK福祉大相撲」
の純益で５台、日産自動車株式会社様から寄贈１台、合わせて
６台を秋田県・神奈川県・富山県・和歌山県・香川県・長崎県
へ贈呈されました。

株式会社ツルハホールディングス様
クラシエホールディングス株式会社様
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「
ぴ
あ
わ
ー
く
」
で
は
、
地
元
企
業
か

ら
の
様
々
な
受
託
作
業
を
行
う
ほ
か
、
自

主
製
品
の
製
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
「
エ
コ
イ
ス
」
は
、
施
設
開
設

時
か
ら
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
。
牛
乳
パ
ッ
ク

に
新
聞
紙
を
詰
め
て
補
強
し
、
座
面
に
綿

を
入
れ
仕
上
げ
た
ス
ツ
ー
ル（
椅
子
）で
す
。

作
業
工
程
が
多
く
手
間
は
か
か
り
ま
す

が
、
各
工
程
に
ほ
と
ん
ど
の
利
用
者
が
関

わ
り
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ
る
一
品
で
す
。

イ
ス
の
高
さ
は
二
種
類
。
特
に
高
齢
の

方
か
ら
は
「
足
の
調
子
が
悪
い
時
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
腰
か
け
る
の
に
丁
度
良
い
」
と

評
判
で
、
固
定
客
も
多
い
売
れ
筋
商
品
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
シ
ュ
シ
ュ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ケ
ー
ス
、
巾
着
等
の
小
物
も
製
作
。
同
じ

デ
ザ
イ
ン
は
二
つ
と
な
く
、
利
用
者
の
セ

ン
ス
が
光
り
ま
す
。

ま
た
、
秋
田
杉
を
ス
ラ
イ
ス
し
た
は
が

き
等
の
用
紙
製
作
も
実
施
。
香
り
も
さ
わ

や
か
に
、
杉
の
美
し
い
木
目
を
生
か
し
た

仕
上
が
り
は
「
木
都
の
し
ろ
」
を
印
象
づ

け
、
Ｊ
Ｒ
五
能
線
「
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
」

の
乗
車
記
念
ハ
ガ
キ
を
は
じ
め
、
観
光
協

会
か
ら
の
注
文
も
あ
り
ま
す
。

近
年
で
は
、
季
節
商
品
と
し
て
味
噌
用

大
豆
の
栽
培
も
行
い
、
人
気
商
品
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
一
年
を
通
し
て
屋
内
外
、様
々

な
作
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、個
々
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
ま
す
」と
、

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
塚
本
由
香
さ
ん

は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◇　

◇　

◇

地
元
の
秋
祭
り
で
は
神
輿
の
引
手
と
し

て
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
な
ど
、
今
や
地
域

に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
も
あ
る
ぴ
あ
わ
ー

く
の
皆
さ
ん
。「
地
域
密
着
型
の
施
設
と
し

て
存
在
感
を
持
ち
、
地
域
に
溶
け
込
ん
で

い
る
施
設
で
あ
り
た
い
」
と
畠
山
管
理
者

は
話
し
ま
す
。
自
主
製
品
製
作
や
社
会
参

加
を
通
し
て
、
地
域
で
共
に
生
き
る
障
害

者
の
活
動
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

（上）エコイスは大小とも600円。（下）仕上げの縫
製は丁寧さだけでなく、綿入れに力も必要

色とりどりの小物。ころりんきんちゃく（左）は裏面
も使えるリバーシブル仕様

（上）紙製作は杉板の間に和紙を挟み、糊
付けして仕上げる（下）確かな品質が評判
となり、今では用紙だけの発注も

製品に関するお問い合わせ

社会福祉法人能代ふくし会
障害福祉サービス事業所
「ぴあわーく」

～本会会員である障害者施設等の製品や販売活動をシリーズでご紹介～

http://www.noshirofukushikai.com/
エコイスは、「ローソン能代南インター店」

でも販売しています。

能代市宮ノ前２番地１

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
ぴ
あ
わ
ー
く
」（
畠
山
耕
管
理
者
）
は
、

社
会
福
祉
法
人
能
代
ふ
く
し
会
が
平
成
23
年
４
月
に
開
設
し
ま
し
た
。
現

在
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
（
定
員
20
名
）・
就
労
移
行
（
定
員
６
名
）

を
運
営
す
る
ほ
か
、
児
童
発
達
支
援
（
定
員
10
名
）、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
（
定
員
10
名
）、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
定
員
４
名
）
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ だ わ り 品の

　今回は、エコイス・小物・杉板はがきづくり等の製作に取り組んでいる
能代市の障害福祉サービス事業所「ぴあわーく」をご紹介します。

TEL 0185-58-5670
FAX 0185-58-5671
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